
 

 

 

 

 

 

 

市制１００周年 これからにつながる体育祭 
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今回、私はクラスのみんなから団長を任せてもらい、最初はなかなかまとまらなかったけど、練

習を重ねていくにつれて結束力が増し、最終的には団結力のある良い団になったと思います。 

結果として残るものは少なかったですが、黄色ブロックで活動できて楽しかったし、このメンバ

ーと一緒に体育祭ができたことが何よりの思い出になりました。 

それでも結果として残らなかったのはやはり悔しいです。しかし、涙が浮かぶくらい体育祭で力

を発揮して、本当に最高の団だなと実感しました。このブロックの団長ができたことが私の誇りで

す！本当にありがとうございました！！ 来年以降も 1、2 年生には素晴らしい平中学校の体育祭

をもっともっと盛り上げてほしいと思います！                黄ブロック団長 

 

                                                                 校長 原田 左由利 

５月２５日（土）薄曇りの空、風なく穏やかで体育祭日和。元気いっぱいの生徒の笑顔で第３８回体育祭が

始まりました。生徒実行委員長の言葉からも、体育祭テーマ「我武者羅」に込められた思い（一つの目標に向

かって、みんなで、全力で、体育祭に励もう。なぜなら、全力で取り組むと、最後の勝敗に関係なく、最高の体育

祭だと思えるはずだから、我武者羅に取り組もう）からも、平中学校の生徒のポジティブさと「信じ合う」「認め

合う」「讃え合う」などの「○○合う」を大切にする気持ちを強く感じます。 

開会式では、国旗掲揚で君が代とともに太陽があらわれたときには、心が躍りました。午後の応援合戦で

も、青ブロック応援団の「今から晴れるよ！」の声とともにグラウンドが光輝した瞬間は感動的でした。今年度は

川崎市制１００周年を意識し、準備運動では川崎市立橘高等学校の生徒さんが作った、「好きです川崎愛の

街」の音楽にあわせて川崎ガイド本を思わせる動きを取り入れたユニークな体操を行いました。 

体育祭練習期間は、赤・青・黄・緑のブロックが個性豊かな団長を中心に戮力協心し、競技・演技種目の練

習、パネル作成、応援合戦練習で絆を深めてきました。当日は、すべての種目で一人ひとりが主役となり、係生

徒が支えた素晴らしい体育祭でした。体育祭を見学されていた向丘小学校の大曽根実校長先生が「平中の誇

りですね」とかみしめたような一言をくださいました。生徒の躍動する姿は、保護者の皆さまをはじめ、地域で

平中学校を支えてくださっているすべての方々の喜びとなっていると改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

私たち教職員も生徒の自主的な活動を支援するとともに、生徒には支えてくださっている方々がいるからこ

そ、安心して思い切った活動ができることを伝えていきたいと思います。 

体育祭お疲れ様でした!！今回のテーマは『我武者羅』でしたが、一人一人が我武者羅に頑張っている姿が

見られ最高の体育祭になったのではないかと思います！特に私は、応援合戦とブロックリレーが記憶に残って

いて、どのブロックも最高に個性が出ていて面白かったし感動しました。 

ブロックリレーでは応援席に座っている人が本気で声を出し応援していて最高に盛り上がれたと思います。 

走り終わったリレーメンバーが追い抜かせなかったこと、追い抜かされてしまったことを悔やみ泣いている姿

をみて、本気で取り組んだ故の涙なのだと感じました。また赤ブロックでは応援賞を取れた感動で泣いている

人もいて青春を感じました。本気で取り組んでいたことが伝わりとてもいいものになったと思います。 

また、終わったあとは「またやりたかった」などの感想が聞かれました。みんなで頑張った結果が最高の体

育祭になったのだと思います。 

体育的行事実行委員長 

 

 

人が何かを成し遂げたとき、そこには、「天の運・地の利・人の支援」の３つが存在していると思い

ます。自分の実力や才能、才覚、努力で到達できるのは、「成し遂げよう」と思ったことの途中まで

で、それプラス「天の運・地の利・人の支援のいずれかが欠けても達成できない」と、私なりの結

論に至っています。                   小林正観『ありがとうの魔法』から 

私は、体育祭期間前から当日まで団員とたくさんのことを考えていく中で、うまくいかないこと

ばかりで不安な気持ちがたくさんありました。でも、沢山の仲間に支えられ、当日絶対に取りたか

った応援賞を獲ることができてとても嬉しかったです。また、学年種目やブロックリレーでは 2 位

を獲ることができて、とても嬉しく、楽しい気持ちでいっぱいでした。このような体育祭ができる

ように支えてくださった先生方、家族、地域の方々、そして一番近くで支えてくれた赤ブロックの

みなさん、本当にありがとうございました。                 赤ブロック団長 

今回の体育祭は三年生にとっては最後の体育祭でした。私は緑ブロックの団長という大きな役職

につくことができました。団体を引っ張るという責任や難しさが僕にのしかかっていました。けれ

ども、団員や緑ブロックのみんなが心の支えとなるような言葉を掛けてくれました。そのおかげで

毎日頑張ることができて、みんなと楽しく体育祭期間を過ごせました。それらの支えやみんなの勝

つ執念が合わさり、一つの目標に向かって前進していったから総合優勝という素晴らしい賞をとる

ことができたのではないかと僕は思います。                 緑ブロック団長 

皆さん本当に体育祭お疲れ様でした。今回の体育祭、皆さんどう感じましたか。僕はそれぞれ

のブロックが全力を出したのではないかと思いました。それぞれのブロックが練習の時から学年

関係なく一丸となっていたように見えたからです。僕は団長をやらせてもらって、最初の方は青

ブロックを引っ張っていけるか不安でした。しかし、応援団や同じブロックの人たちに支えても

らい、やり切ることができました。本当にありがとうございました。これからも体育祭だけでな

く色々なことに全力で頑張りましょう! 

青ブロック団長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期生徒総会 

６月５日（水）に前期生徒総会が行われました。生徒

会、各種委員会部活動からの年間目標や計画等が発表

され、承認されました。 

生徒会年間テーマ 

笑顔配達プラン～責任をもってお届けします～ 


